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▽
広
報
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
政
策
企
画
課
に
は
新
人
職

員
が
加
わ
り
、
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
。「
自
分
は
来
年
度
異

動
だ
と
思
う
か
ら
早
く
１
人
前

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ね
」

と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た

（
田
）
も
変
わ
ら
ず
広
報
担
当

に
（笑）
。
今
年
度
は
（
田
）
に
頼

り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
さ

ら
に
充
実
し
た
広
報
紙
が
作
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
（
長
）

▽
先
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

広
報
担
当
８
年
目
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
異
動
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
正
直

驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨

年
度
か
ら
副
査
と
い
う
立
場
で

す
が
、
ま
た
取
材
で
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

取
材
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
田
）

スマートフォンなら「マチイロ」
「広報つなぎ」をいつでもどこでも読むこ
とができる無料アプリです。ＱＲコードを
読み取り簡単な登録を済ませて
ください。
※アプリのダウンロードや登録
は無料、通信料は利用者負担。

MUSEUM INFORMATION

つなぎ美術館情報

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX 0966-61-2223
開館時間　10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）　
休館日　水曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始（12/29 ～ 1/3） つなぎ美術館 HP

津奈木町地域おこし協力隊成果展

「大平由香理　波をつなぐ」
岐阜県出身の大平由香理さんは「アーティスト・イ
ン・レジデンスつなぎ 2019」への参加をきっかけに
2020 年 6 月に地域おこし協力隊として本町に移住し
ました。伝統的な日本画の画材と技法をベースにしな
がら人々と協働で作品を生み出す大平さんは、移住直
後に令和 2年 7月豪雨を経験し、女性消防団に入隊す
るなど、住民として地域の活動にも積極的に関わって
きました。全国のさまざまな地域で滞在制作プログラ
ムが実施されていますが、大平さんの 3 年間のアー
ティストとしての滞在は、芸術が手段ではなく目的と
しての価値を有することを明らかにする試みでもあり
ました。3年間の成果を展示する本展が、アーティス
トと地域の関係をあらためて考える契機になれば幸い
です。
期　間　　　　　　
場　所　つなぎ美術館　1階展示室
観覧料　一般 500 円　高校・大学生 400 円
　　　　小・中学生 300 円　※各種割引有り
【公開制作】～ 6/25 ㈰（毎週日曜など）
期間中はアーティストが会場内で作品制作をします。
※状況によって不在の場合があります。
※公開制作中も作品をご覧いただけます。
内容に変更がある場合は公式ウェブサイトや SNS な
どでお知らせします

～ 7/17㈪

記念対談
日　時　6/24 ㈯　14:00 ～15:00
場　所　つなぎ美術館　1階展示室
ゲスト 原田真紀 (インデ ィペ ンデ ントキュレーター )
　　　　大平由香理
定　員　30人（当日先着順）

【関連プログラム】

出張カフェ 「un cinq et nature」
「あん・さんく」が本展とコラボレートした洋菓子 ( 数量
限定 ) など素材にこだわった品々をご提供します。
日　時　7/17 ㈪　
　　　　10:00 ～ 16:00
場　所　つなぎ美術館　喫茶室


